
学校番号 ３０７ 

 

令和７年度 外国語科 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 英語発展演習 B ２ 第３学年 QUEST stage5 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・大学入試に出題された問題に触れ、自分に足りていない英語力を認識しましょう。 

・予習時に制限時間を守って問題を解き、その後に辞書等で語句を調べたりすることで、分かるところと分

からないところを明確にして授業に臨みましょう。 

・授業後は定期的に時間を見つけて復習し、知識の定着と英文読解速度を上げることに努めましょう。 

 

２ 学習の到達目標（「CAN-DOリスト」の形での学習到達目標） 

【第１学年】 

領
域 

聞くこと 読むこと 
話すこと 

（やり取り） 
話すこと 
（発表） 

書くこと 

学
習
到
達
目
標 

タイプの異なる
様々な英文を聞
き、正確に内容を
理解することがで
きる。問われてい
ることを正しく理
解し、適切に素早
く解答することが
できる。 

英文の論理構成に
注意しながら全体
像を素早くつかむ
ことができる。後
戻りしながらでは
なく、語句のまと
まり毎に正しく読
み進めることがで
きる。 

これまでに習得し
た基礎的な知識や
表現を活用し、自
ら意図したことを
できるだけ正確に
伝え合うことがで
きる。 

伝えたい内容を適
切な論理構成にま
とめたうえで発表
することができ
る。話すスピード
を適切に調整し、
丁寧な発音を心が
けて話すことがで
きる。 

 

 

これまでに習得し
た基礎的な知識や
表現を活用し、適
切な論理構成にま
とめたうえで自ら
意図したことをで
きるだけ正確に伝
えることができ
る。 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観
点 

a 知識・技能 b 思考・判断・表現 c 主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

これまで学んできたことを基礎
として、更に発展した知識・技
能を習得することができる。 

英文や設問のどこに注目すれば
よいのか、その手掛かりとなる
情報に素早く気づいて活用する
ことができる。求められている
答えを適切に作成することがで
きる。 

 

苦手な項目や分野が取り扱われ
ていても最後まで諦めずに取り
組むことができる。少しずつで
も計画的に学習を継続させられ
る。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまり（領域）ごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 
学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 



４ 学習の活動 

学期 
課 

“題材名” 
領域 評価規準 評価方法 

１ 

Lesson1 

Lesson2  

聞くこと 

a: 基本的な対話・グラフの説明の聞き取りができる。 

b: 設問に答えるヒントとなるキーワードを正確に認識できる。 

c: 集中して聞こうとする意識を継続できる。 

小テスト 

読むこと 

a: 速度を通して様々なテーマを、興味をもって読むことで様々な分

野に関する知識を身につけている。 

b: 速読を通してフレーズリーディングや関連性を伝える表現（事実

と意見の区別、原因と結果、比較・対照など）を理解し、読み進め

ている。 

c: 速度を通して様々なテーマの英文を興味をもって読むことで、語

彙や表現、文法や構文だけでなく、作者が何を伝えようとしている

か読解しようとしている。 

定期考査 

（リーディング） 

話すこと 

（やり取

り） 

a: 指示された単語を用いずに、他の表現に言い換えるなどして、特定

の単語を相手から導き出す伝え方を身につけている。 

b: 指示された単語を用いずに、他の表現に言い換えるなどして、特

定の単語を連想させるために相手に伝えている。 

c: やり取りを繰り返し、相手の反応を見ながら表現を変えて伝えよ

うとしている。 

ペアワーク 

観察 

書くこと 

a: 時制・受動態の基本的な用法を理解できている。 

b: 大学入試問題に近い応用的な課題をこなすことができている。 

c:予習等を通じて自力で問題を解こうと努力している。 

小テスト 

ワークブック 

定期考査 

（ライティング） 

中間考査 

Lesson3 

Lesson4 

 

聞くこと 

a: 基本的な対話・グラフの説明の聞き取りができる。 

b: 設問に答えるヒントとなるキーワードを正確に認識できる。 

c: 集中して聞こうとする意識を継続できる。 

小テスト 

読むこと 

a: 速度を通して様々なテーマを、興味をもって読むことで様々な分

野に関する知識を身につけている。 

b: 速読を通してフレーズリーディングや関連性を伝える表現（事実

と意見の区別、原因と結果、比較・対照など）を理解し、読み進め

ている。 

c: 速度を通して様々なテーマの英文を興味をもって読むことで、語

彙や表現、文法や構文だけでなく、作者が何を伝えようとしている

か読解しようとしている。 

定期考査 

（リーディング） 

話すこと 

（やり取

り） 

a: 指示された単語を用いずに、他の表現に言い換えるなどして、特定

の単語を相手から導き出す伝え方を身につけている。 

b: 指示された単語を用いずに、他の表現に言い換えるなどして、特

定の単語を連想させるために相手に伝えている。 

c: やり取りを繰り返し、相手の反応を見ながら表現を変えて伝えよ

うとしている。 

ペアワーク 

観察 

書くこと 

a: 助動詞・準動詞の基本的な用法を理解できている。 

b: 大学入試問題に近い応用的な課題をこなすことができている。 

c:予習等を通じて自力で問題を解こうと努力している。 

小テスト 

ワークブック 

定期考査 

（ライティング） 

期末考査 

２ 
Lesson5 

Lesson6  

聞くこと 

a: 基本的な対話・グラフの説明の聞き取りができる。 

b: 設問に答えるヒントとなるキーワードを正確に認識できる。 

c: 集中して聞こうとする意識を継続できる。 

小テスト 

読むこと 

a: 速度を通して様々なテーマを、興味をもって読むことで様々な分

野に関する知識を身につけている。 

b: 速読を通してフレーズリーディングや関連性を伝える表現（事実

と意見の区別、原因と結果、比較・対照など）を理解し、読み進め

ている。 

c: 速度を通して様々なテーマの英文を興味をもって読むことで、語

彙や表現、文法や構文だけでなく、作者が何を伝えようとしている

か読解しようとしている。 

定期考査 

（リーディング） 

話すこと 

（やり取

り） 

a: 指示された単語を用いずに、他の表現に言い換えるなどして、特定

の単語を相手から導き出す伝え方を身につけている。 

b: 指示された単語を用いずに、他の表現に言い換えるなどして、特

定の単語を連想させるために相手に伝えている。 

ペアワーク 

観察 



c: やり取りを繰り返し、相手の反応を見ながら表現を変えて伝えよ

うとしている。 

書くこと 

a: 準動詞・比較の基本的な用法を理解できている。 

b: 大学入試問題に近い応用的な課題をこなすことができている。 

c:予習等を通じて自力で問題を解こうと努力している。 

小テスト 

ワークブック 

定期考査 

（ライティング） 

中間考査 

Lesson7 

Lesson8 

 

聞くこと 

a: 基本的な対話・グラフの説明の聞き取りができる。 

b: 設問に答えるヒントとなるキーワードを正確に認識できる。 

c: 集中して聞こうとする意識を継続できる。 

小テスト 

読むこと 

a: 速度を通して様々なテーマを、興味をもって読むことで様々な分

野に関する知識を身につけている。 

b: 速読を通してフレーズリーディングや関連性を伝える表現（事実

と意見の区別、原因と結果、比較・対照など）を理解し、読み進め

ている。 

c: 速度を通して様々なテーマの英文を興味をもって読むことで、語

彙や表現、文法や構文だけでなく、作者が何を伝えようとしている

か読解しようとしている。 

定期考査 

（リーディング） 

話すこと 

（やり取

り） 

a: 指示された単語を用いずに、他の表現に言い換えるなどして、特定

の単語を相手から導き出す伝え方を身につけている。 

b: 指示された単語を用いずに、他の表現に言い換えるなどして、特

定の単語を連想させるために相手に伝えている。 

c: やり取りを繰り返し、相手の反応を見ながら表現を変えて伝えよ

うとしている。 

ペアワーク 

観察 

書くこと 

a: 関係詞・仮定法の基本的な用法を理解できている。 

b: 大学入試問題に近い応用的な課題をこなすことができている。 

c:予習等を通じて自力で問題を解こうと努力している。 

小テスト 

ワークブック 

定期考査 

（ライティング） 

期末考査 

３ 

Lesson9 

Lesson10 

聞くこと 

a: 基本的な対話・グラフの説明の聞き取りができる。 

b: 設問に答えるヒントとなるキーワードを正確に認識できる。 

c: 集中して聞こうとする意識を継続できる。 

小テスト 

読むこと 

a: 速度を通して様々なテーマを、興味をもって読むことで様々な分

野に関する知識を身につけている。 

b: 速読を通してフレーズリーディングや関連性を伝える表現（事実

と意見の区別、原因と結果、比較・対照など）を理解し、読み進め

ている。 

c: 速度を通して様々なテーマの英文を興味をもって読むことで、語

彙や表現、文法や構文だけでなく、作者が何を伝えようとしている

か読解しようとしている。 

定期考査 

（リーディング） 

話すこと 

（やり取

り） 

a: 指示された単語を用いずに、他の表現に言い換えるなどして、特定

の単語を相手から導き出す伝え方を身につけている。 

b: 指示された単語を用いずに、他の表現に言い換えるなどして、特

定の単語を連想させるために相手に伝えている。 

c: やり取りを繰り返し、相手の反応を見ながら表現を変えて伝えよ

うとしている。 

ペアワーク 

観察 

書くこと 

a: 強調・倒置・否定の基本的な用法を理解できている。 

b: 大学入試問題に近い応用的な課題をこなすことができている。 

c:予習等を通じて自力で問題を解こうと努力している。 

小テスト 

ワークブック 

定期考査 

（ライティング） 

学年末考査 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 


